
川
本
　
芳

京
都
大
学
霊
長
類
研
究
所

平
成
２
７
年
度
京
都
大
学
技
術
職
員
研
修
（
第
４
０
回
）
講
義
資
料

1

関
係
史

氷
期
が
終
わ
り
身
近
に
サ
ル
が
い
た

サ
ル
は
食
料
、
装
身
具
、
お
守
り
、
な
ど

に
利
用
さ
れ
た

仏
教
が
伝
わ
り
、
食
用
が
禁
じ
ら
れ
た

サ
ル
を
表
す
漢
字
が
伝
わ
っ
た

茨
城
県
出
土
の
サ
ル
埴
輪
（
55
0年
頃
）

ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
骨
が
出
る
縄
文
遺
跡
の
分
布

2

関
係
史

青
森
県
出
土
、
縄
文
後
期
（
紀
元
前
3,
50
0年
頃
）

3

関
係
史

中
国
大
陸
か
ら
多
く
の
種
類
の
サ
ル
を
意
味
す
る
文
字
が
入
っ
て
き
た
。

ニ
ホ
ン
ザ
ル
1種
に
い
ろ
い
ろ
な
文
字
を
当
て
た
辞
書
が
で
き
た
。

漢
字
の
取
り
違
え

日
中
の
サ
ル
漢
字
は
違
う

中
国

テ
ナ
ガ
ザ
ル
ア
カ
ゲ
ザ
ル

日
本

ニ
ホ
ン
ザ
ル

使
用
さ
れ
ず

4
11



●A
.D
. 1
00
0年
頃
ま
で
の
分
布
地

○ ■●17
～
18
世
紀
の
分
布
地

現
在
の
分
布
地

中
国
に
お
け
る
テ
ナ
ガ
ザ
ル
の
分
布
の
変
遷

黄
河

長
江

（
揚
子
江
） 西
江

「
中
国
の
テ
ナ
ガ
ザ
ル
」
R.
H
.フ
ァ
ン
・
フ
リ
ー
ク
著
（
19
67
）

5

関
係
史

絵
巻
物
で
サ
ル
は
風
刺
や
比
喩
の
象
徴
と

し
て
表
現
さ
れ
た

武
士
は
ウ
マ
の
無
病
息
災
を
願
い
、
厩
で

サ
ル
を
飼
っ
た

猿
ま
わ
し
が
生
ま
れ
た 鳥
獣
戯
画
（
12
~1
5世
紀
）

6

関
係
史

石
山
寺
縁
起
絵
巻
（
15
世
紀
） 厩
猿
屏
風
（
15
世
紀
）

ウ
マ
と
サ
ル
の
関
わ
り

厩
猿
信
仰
の
名
残
（
現
代
）

7

関
係
史

鎖
国
時
代
、
サ
ル
に
よ
る
農
業
被
害
が
深

刻
だ
っ
た

サ
ル
は
農
民
に
は
禁
猟
で
マ
タ
ギ
が
専
従

者
だ
っ
た

生
薬
と
し
て
サ
ル
が
利
用
さ
れ
た

サ
ル
の
黒
焼
き
（
生
薬
利
用
）

8
12



関
係
史

　
森
 狙
仙
（
18
47
~1
82
1）

日
本
初
の
サ
ル
専
門
画
家

学
会
誌
の
表
紙
に
も
登
場

江
戸
時
代
の
サ
ル
絵

9

関
係
史

開
国
に
よ
る
狩
猟
解
禁
と
新
式
銃
の
普
及
で

サ
ル
を
含
む
野
生
獣
は
激
減

貨
幣
経
済
の
普
及
と
と
も
に
毛
皮
、
生
薬
な

ど
の
需
要
も
増
加

資
源
は
無
尽
蔵
の
考
え
は
変
わ
ら
ず
、
三
度

の
戦
争
を
経
て
も
保
全
の
思
想
は
芽
生
え
ず

サ
ル
の
狩
猟
（
鳥
取
県
、
19
23
年
）

約
90
kg
 の
炭
の
搬
出
（
岩
手
県
、
19
10
年
頃
）

1
0

関
係
史

東
北
地
方
北
部
で
の
サ
ル
の
激
減
（
三
戸
に
よ
る
文
献
か
ら
の
復
原
）

18
90
年
の
分
布
地
域

19
60
年
の
分
布
地
域

➡

狩
猟
免
許
数
（
紫
色
）
と

男
性
人
口
（
青
点
）
の
推
移

18
90
年

19
60
年

1
1

関
係
史

研
究
利
用
が
進
む

野
猿
公
苑
な
ど
の
観
光
利
用
も
起
こ
る

禁
猟
や
保
護
に
よ
る
回
復
と
共
に
、
農
業

被
害
が
増
え
、
個
体
数
調
整
が
は
じ
ま
る

外
来
種
問
題
が
発
生
す
る

高
崎
山
自
然
動
物
園
（
大
分
市
）

霊
長
研
の
サ
ル
慰
霊
祭

農
業
被
害

1
2
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関
係
史 統
計
に
み
る
捕
獲
お
よ
び
繁
殖
事
業

サ
ル
の
狩
猟
統
計

繁
殖
育
成
の
統
計

（
N
BR
事
業
）

0 

20
0 

40
0 

60
0 

80
0 

10
00

 

12
00

 

20
07

 
20

08
 

20
09

 
20

10
 

20
11

 

10
年
で
倍
増
し
年
間
20
,0
00
頭
を
超
え
る

1
3

関
係
史

ま
と
め

古
来
か
ら
日
本
人
と
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
関
わ
り
は
深
い

そ
の
関
係
は
時
代
と
と
も
に
変
化
し
て
き
た
が
、
現
代
に

お
い
て
も
ニ
ホ
ン
ザ
ル
は
日
本
人
の
隣
人
で
あ
り
、
日
本

文
化
や
日
本
人
の
自
然
観
に
影
響
を
与
え
て
い
る

研
究
や
教
育
の
現
場
で
も
そ
の
存
在
価
値
は
大
き
く
、
日
本

の
貴
重
な
生
物
資
源
と
し
て
今
後
も
利
用
さ
れ
て
い
く
存
在

1
4

ヤ
ク
ニ
ホ
ン
ザ
ルホ
ン
ド
ニ
ホ
ン
ザ
ル

1
5

20
11
年
２
月
　
環
境
省
自
然
環
境
局
に
よ
る

『
平
成
 2
2 
年
度
 特
定
哺
乳
類
生
息
状
況
調
査
及
び
調
査
体
制
構
築
検
討
業
務
 報
告
書
』

外
挿
法
に
よ
る
全
国
個
体
数
推
定

階
層
ベ
イ
ズ
法
に
よ
る
個
体
数
推
定

群
れ
数
:3
,0
25
-3
,1
49
 (中
央
値
 3
,0
69
)

推
定
個
体
数
:1
45
,9
73
-1
65
,0
62
 (中
央
値
 1
54
,8
05
)

群
れ
を
構
成
し
な
い
ハ
ナ
レ
ザ
ル
の
推
定
個
体
数
: 1
4,
59
7-
33
,0
12
 頭
 (中
央
値
 2
3,
80
5 
頭
)

48
,6
16
~2
,1
59
,1
04
 頭
 (中
央
値
 2
16
,4
46
 頭
: 9
0%
信
頼
区
間
）

（
20
08
 年
度
、
ハ
ナ
レ
ザ
ル
を
含
む
)

20
14
年
の
文
書
で
は
 

 と
表
記

1
6
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日
本
最
古
の
サ
ル
は
約
25
0万
年
前

1
7

Iw
am
ot
o 
et
 a
l. 
(2
00
5)

約
25
0万
年
前
の
コ
ロ
ブ
ス
化
石
の
発
見
（
神
奈
川
県
出
土
）

1
8

社
会
構
造

最
古
の
ニ
ホ
ン
ザ
ル
化
石
（
43
-6
3万
年
前
）

1
9

ア
カ
ゲ
ザ
ル

タ
イ
ワ
ン
ザ
ル

カ
ニ
ク
イ
ザ
ル

ニ
ホ
ン
ザ
ル

2
0

15



(K
aw
am
ot
o 
20
10
)

2
1

下
北
半
島

小
豆
島

房
総
半
島

屋
久
島

鹿
 島か
ら
み
た
ち
が
い

2
2

（
n=
13
5 
群
）

か
ら
み
た
ち
が
い

Ka
w
am
ot
o 
et
 a
l. 
20
07

2
3

核
遺
伝
子
＝
両
親
か
ら
も
ら
う
遺
伝
子

ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
核
遺
伝
子
は

42
本
の
染
色
体
の
上
に
あ
る

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
遺
伝
子
＝

も
ら
う
遺
伝
子ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
遺
伝
子
は

こ
の
内
側
の
膜
に
あ
る

2
4

16



2
5

 

  

⬇
新
た
な
疑
問

核
遺
伝
子
に
み
ら
れ
た
分
布
の
端
や
島
の

サ
ル
の
ち
が
い
は
な
ぜ
生
ま
れ
た
の
か
？

2
6

核
遺
伝
子
に
は

の
影
響
が
反
映
さ
れ
る
の
に
対

し
て
、
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
遺
伝
子
に
は

が
反
映

さ
れ
る
と
い
う
ち
が
い
が
あ
る
。

両
者
の
地
域
分
化
パ
タ
ー
ン
は
異
な
り
、
現
在
の
ニ
ホ
ン
ザ
ル
で
は
そ
れ
ぞ
れ
以
下

の
特
徴
を
示
す
。

核
遺
伝
子
（
両
性
遺
伝
）

分
布
の
辺
縁
部
や
孤
立
す
る
個
体
群
で
不
連
続
な
変
化
パ
タ
ー
ン
を
示
す

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
遺
伝
子
（
母
性
遺
伝
）

環
境
に
相
関
し
地
域
を
分
割
す
る
よ
う
な
不
連
続
な
変
化
パ
タ
ー
ン
を
示
す

ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
遺
伝
的
特
徴
に
は
、
生
態
的
な
構
造
（
po
pu
la
tio
n 
st
ru
ct
ur
e）

と
進
化
的
な
歴
史
（
po
pu
la
tio
n 
hi
st
or
y）
が
投
影
さ
れ
て
い
る

2
7

20
14
年
３
月
　
包
括
的
な
鳥
獣
保
護
管
理
の
た
め
鳥
獣
法
の
改
正
を
決
定

20
14
年
４
月
　
ニ
ホ
ン
ザ
ル
被
害
対
策
強
化
の
考
え
を
表
明
（
加
害
群
の
半
減
）

20
14
年
６
月
　
都
府
県
の
管
理
計
画
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改
訂
の
検
討
開
始
（
環
境
省
）

20
14
年
９
月
　
日
本
霊
長
類
学
会
の
意
見
表
明
（
改
正
鳥
獣
法
へ
の
危
惧
）

20
14
年
11
月
  法
改
正
に
関
す
る
野
生
動
物
４
学
会
の
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

改
正
鳥
獣
法
　
➡
　
個
体
数
調
整
強
化
の
動
き

保
全
す
べ
き
地
域
個
体
群
の
単
位
や
基
準
を
明
確
に
し
た
計
画
策
定
が
求
め
ら
れ
る

ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
ち
が
い
や
遺
伝
子
の
地
域
差
を
も
と
に
し
た
保
全
生
物
学
研
究
が
重

要
に
な
る

2
8
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20
05
年
６
月
　
外
来
生
物
法
を
施
行
. 特
定
外
来
生
物
に
マ
カ
ク
３
種
を
指
定
.

20
14
年
６
月
　
外
来
生
物
法
を
改
正
. 特
定
外
来
生
物
に
交
雑
種
２
種
を
追
加
.

19
98
年
４
月
　
和
歌
山
県
で
タ
イ
ワ
ン
ザ
ル
と
の
交
雑
個
体
を
確
認
.

外
来
生
物
法
　
➡
　
外
来
種
と
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
交
雑
問
題

タ
イ
ワ
ン
ザ
ル

交
雑
種
（
改
正
に
よ
り
追
加
）

タ
イ
ワ
ン
ザ
ル
と
の
交
雑

ア
カ
ゲ
ザ
ル
と
の
交
雑

ア
カ
ゲ
ザ
ル

カ
ニ
ク
イ
ザ
ル

和
歌
山
県
と
青
森
県
で
交
雑

千
葉
県
で
交
雑

2
9

ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
分
布
と
外
来
種
の
野
生
化
群
生
息
地

和
歌
山
歌
山
歌
山

大
根
島

伊
豆
大
島

千
葉

下
北

★★
M

. c
yc

lo
pi

s

★
M

. c
yc

lo
pi

s

★
 M

. m
ul

at
ta

ア
カ
ゲ
ザ
ル

M
.

M
cy

ccl
opl

iss
M

l
i

M
l

i

M
. c

yc
lo

pi
s

★
 交
雑
確
認
地
点

タ
イ
ワ
ン
ザ
ル

タ
イ
ワ
ン
ザ
ル

タ
イ
ワ
ン
ザ
ル

タ
イ
ワ
ン
ザ
ル

3
0

場
所

外
来
種

交
雑
のの
有
無

生
息
状
況

備
考

場
所

外
来
種

外
来
種
内

周
辺
地
域
の

ニ
ホ
ン
ザ
ル

生
息
状
況

備
考

和
歌
山
県
大
池

タ
イ
ワ
ン
ザ
ル

23
8/
27
3

(8
7.
2%
)

未
確
認

1 
群

10
 個
体
程
度

県
に
よ
る
捕
獲

進
行
中

千
葉
県
白
浜

ア
カ
ゲ
ザ
ル

21
8/
35
0

(6
2.
3%
)

確
認
済

群
数
不
明

50
0個
体
以
上

県
に
よ
る
捕
獲

進
行
中

青
森
県
野
辺
地

タ
イ
ワ
ン
ザ
ル

2/
68

(2
.9
%
)

未
確
認

0
排
除
完
了

静
岡
県
大
根
島

タ
イ
ワ
ン
ザ
ル

-
未
確
認

１
群

９
 個
体

対
策
未
定

観
光
利
用

東
京
都
大
島

タ
イ
ワ
ン
ザ
ル

-
-

69
 群
　
　
　
　

17
00
個
体
以
上

有
害
駆
除

3
1

関
係
史

ま
と
め

社
会
変
化
と
と
も
に
野
生
生
物
と
の
関
係
は
変
化
し
て
い
る

近
年
ニ
ホ
ン
ザ
ル
に
よ
る
農
業
被
害
は
深
刻
化
し
, 管
理
に

関
係
す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
る
一
方
, 外
来
種
と
の
交
雑
拡

大
防
除
と
そ
の
根
絶
に
向
け
た
保
護
が
急
務
に
な
っ
て
い
る

野
生
動
物
と
の
共
存
に
向
け
て
保
護
管
理
に
役
立
つ
研
究
や

教
育
を
担
う
こ
と
が
私
た
ち
に
求
め
ら
れ
て
い
る

3
2
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